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当ファンドの仕組みは、次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／海外／債券 

信 託 期 間 無期限（設定日：2016年12月29日） 

運 用 方 針 

この投資信託は、安定したインカムゲイ

ンの確保と信託財産の成長をめざして

運用を行います。 

主 要 運 用 対 象 

主として「ＳＢＩボンド スリランカ短

期国債ファンド（適格機関投資家専用）」

及び「ＦＯＦｓ用短期金融資産ファンド

（適格機関投資家専用）」を主要投資対

象とします。なお、短期金融商品等に直

接投資する場合があります。 

組 入 制 限 

投資信託証券への投資割合には制限を

設けません。 

株式への直接投資は行いません。 

外貨建資産への直接投資は行いません。 

デリバティブの直接利用は行いません。 

分 配 方 針 

毎決算時（休業日の場合は翌営業日）に

決算を行い、原則として以下の方針に基

づき収益の分配を行います。分配対象額

の範囲は経費控除後の配当等収益およ

び売買益（評価益を含みます。）等の全額

とします。分配対象額については委託者

が基準価額水準、市況動向等を勘案して

決定します。ただし、分配対象額が少額

の場合は、分配を行わないことがありま

す。なお、収益分配にあてず信託財産内

に留保した利益については、運用の基本

方針に基づき、元本部分と同一の運用を

行います。 

 

運用報告書  (全体版 ) 
第４期 

（決算日：2018年12月17日） 

 

ＳＢＩスリランカ短期国債ファンド 
（年２回決算型） 

 
追加型投信／海外／債券 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げ

ます。 

さて、「ＳＢＩスリランカ短期国債ファンド（年

２回決算型）」は、2018年12月17日に第４期決算

を行いました。 

ここに期中の運用状況をご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお

願い申し上げます。 
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○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ％ 百万円 

2016年12月29日 10,000 － － － 142 

１期(2017年６月19日) 9,586 100 △3.1 98.2 280 

２期(2017年12月18日) 9,917 200 5.5 97.5 250 

３期(2018年６月18日) 9,565 200 △1.5 98.8 245 

４期(2018年12月17日) 8,874 200 △5.1 97.6 209 
 

（注１） 設定日の基準価額は、設定時の価額です。また、期中騰落率は、各期末の基準価額（税込み分配金含む）を前期末基準価額（分配落）

で除して算出したものです。 

（注２） 設定日の純資産は、設定元本を表示しております。 

（注３） 当ファンドは主として「ＳＢＩボンド スリランカ短期国債ファンド（適格機関投資家専用）」への投資を通じて、実質的にスリラ

ンカの短期国債等に投資し残存期間の短い債券を中心にポートフォリオを構築することで金利変動に伴う価格変動リスクの低減を

はかり、安定したインカムゲインの確保と信託財産の成長をめざして運用を行うため、ベンチマークはありません。また適当な参考

指数もないことから、参考指数等も記載しておりません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ 

2018年６月18日 9,565 － 98.8 

６月末 9,602 0.4 97.8 

７月末 9,796 2.4 97.3 

８月末 9,734 1.8 99.4 

９月末 9,517 △0.5 95.7 

10月末 9,266 △3.1 95.8 

11月末 9,026 △5.6 96.5 

(期  末)    

2018年12月17日 9,074 △5.1 97.6 
 

（注１） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

（注２） 当ファンドは主として「ＳＢＩボンド スリランカ短期国債ファンド（適格機関投資家専用）」への投資を通じて、実質的にスリラ

ンカの短期国債等に投資し残存期間の短い債券を中心にポートフォリオを構築することで金利変動に伴う価格変動リスクの低減を

はかり、安定したインカムゲインの確保と信託財産の成長をめざして運用を行うため、ベンチマークはありません。また適当な参考

指数もないことから、参考指数等も記載しておりません。 
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■当期の運用状況と今後の運用方針（2018年６月19日から2018年12月17日まで） 

○基準価額等の推移 

  

  
（注１） 当ファンドは主として「ＳＢＩボンド スリランカ短期国債ファンド（適格機関投資家専用）」への投資を通じて、実質的にスリラ

ンカの短期国債等に投資し残存期間の短い債券を中心にポートフォリオを構築することで金利変動に伴う価格変動リスクの低減を

はかり、安定したインカムゲインの確保と信託財産の成長をめざして運用を行うため、ベンチマークはありません。また適当な参考

指数もないことから、参考指数等も記載しておりません。 

（注２） 分配金再投資基準価額は、収益分配金（税込み）を分配時に再投資したとみなして計算したファンド運用の実質的なパフォーマンス

を示すものです。 

（注３） 分配金の再投資についてはお客様がご利用のコース等により異なります。また、ファンドの運用経過については、当ファンドのパ

フォーマンスを示したものであり、ファンドの購入価額により課税条件等が異なるため、お客様の損益の状況を示すものではありま

せん。 

（注４） 分配金再投資基準価額は、期首（2018年６月18日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当ファンドの基準価額は、安定したスリランカの国内経済を背景とした高利回りと、外国為替市場での円安

寄与によって、７月中旬に期中の高値を付けました。その後は、新興国通貨全般が円高基調で推移し、スリラ

ンカ国債市場においても、金利の上昇（債券価格は下落）傾向が続きました。10月にはシリセナ大統領が、ウィ

クラマシンハ首相を解任し、ラジャパクサ前大統領を後任に指名しましたが、12月にはラジャパクサ氏が辞任

しウィクラマシンハ氏を首相に再任するなどスリランカの政治情勢が混乱し、先行き不透明感が強まったた

め、緩やかな下落基調が続きました。当ファンドの基準価額は期を通じて△5.1％下落（分配金再投資ベース）

の8,874円で期末を迎えました。 
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○投資環境 

※以下のコメントの内容は、ＳＢＩボンド・インベストメント・マネジメント株式会社からのコメントを基にＳＢＩアセットマネジメント

が編集したものです。 

 

【スリランカ国債市況】 

期の前半は、スリランカ短期国債利

回りは上昇（債券価格は下落）基調と

なりました。トルコ・リラが急落する

など新興国リスクが懸念されたこと

に加えて、スリランカ・ルピーが対米

ドルで急落したことなどが利回り上

昇の要因となりました。 

期の後半も、スリランカ短期国債利

回りは上昇（債券価格は下落）しまし

た。10月にスリランカのシリセナ大統

領がウィクラマシンハ首相を経済面

での失策などを理由に突如解任しま

した。ラジャパクサ前大統領を後任に

据えることなどを発表し、議会を11月

に解散したものの、最高裁は首相解任

と議会の解散は違憲との判断を示し、政治的に混迷しました。格付け会社S&P社及びFitch社によるスリランカ

国債の格下げ（B＋→B）なども、利回り上昇の要因となりました。 

 

【為替市況】 

期の前半は、円高基調となりまし

た。株式市場が下落するなどのリスク

オフ局面において米ドルが下落し円

が上昇したことで、米ドルと概ね連動

するスリランカ・ルピーも円に対して

下落しました。 

期の後半も、円高基調が続きまし

た。スリランカ中央銀行が11月に

＋0.50％の利上げを行った局面では、

スリランカ・ルピーは円に対して横ば

い推移となりましたが、政治的な混迷

を背景にその後は下落しました。 

期を通じてみると、スリランカ・ル

ピーは円に対して下落しました。 

 

  

  
出所：Bloombergのデータを基にＳＢＩアセットマネジメントが作成 

※国債利回りは２年国債利回りを使用しています。 

  
※為替レートは、一般社団法人投資信託協会が発表する対顧客電信売買相場仲値を採用し

ています。 
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○当ファンドのポートフォリオ 

＜当ファンド＞ 

主として「ＳＢＩボンド スリランカ短期国債ファンド（適格機関投資家専用）」への投資を通じて、実質

的にスリランカの短期国債等に投資し、残存期間の短い債券を中心にポートフォリオを構築することで金利

変動に伴う価格変動リスクの低減をはかり、安定したインカムゲインの確保と信託財産の中長期的な成長を

めざして運用を行いました。 

 

＜ＳＢＩボンド スリランカ短期国債ファンド（適格機関投資家専用）＞ 

スリランカの短期国債等（国債、政府保証債、政府機関債）及び国際機関債を主要投資対象とし、安定した

収益の確保と信託財産の着実な成長をめざして運用を行いました。 

なお、直近11月末時点のポートフォリオについては以下の通りとなっております。 

 

 

 
（注）現金等には信託報酬及び為替ヘッジに伴う含み損益等も含ま

れます。 

 
（注１） 平均格付とは、基準日時点での本ファンドの組入投資信託証

券にかかる信用格付を加重平均したものです。そのため、本

ファンドにかかる格付ではありません。 

格付はS&P、ムーディーズ、フィッチの高いものを使用してい

ます。 

（注２） デュレーションとは、債券投資におけるリスク度合いを表す

指標です。金利変動に対する債券価格の反応度（リスクの大

きさ）を表しています。なお、デュレーションが長いほど債

券価格の反応は大きくなります。 

（注３） 最終利回りは、債券購入日から償還日までに得る受取利息や

償還差損益（額面と購入価額の差）等、合計額が投資元本に

対して１年当たりどの程度となるかを示すものです。 

（注４） クーポンは額面金額に対する単年での利息の割合を表します。

（注５） 平均直接利回りは平均時価単価に対する平均クーポンの割

合です。 

 
 
 

 
※上表については、ＳＢＩボンド・インベストメント・マネジメント株式会社の資料を基に、ＳＢＩアセットマネジメントが作成しています。 

 

＜ＦＯＦｓ用短期金融資産ファンド（適格機関投資家専用）＞ 

主要投資対象である「短期金融資産 マザーファンド」の受益証券を高位に組み入れ、これを維持しました。 
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○当ファンドのベンチマークとの差異 

当ファンドは主としてＳＢＩボンド・インベストメント・マネジメント株式会社が実質的な運用を行う

「ＳＢＩボンド スリランカ短期国債ファンド（適格機関投資家専用）」への投資を通じて、実質的にスリラン

カの短期国債等に投資し、残存期間の短い債券を中心にポートフォリオを構築することで金利変動に伴う価

格変動リスクの低減をはかり、安定したインカムゲインの確保と信託財産の中長期的な成長をめざして運用

を行うため、ベンチマークはありません。また、適当な参考指数もないことから、参考指数等も記載しており

ません。 

 

○分配金 

当期の分配金は、基準価額水準、市況動向等を勘案し、１万口（元本10,000円）当たり200円（税込み）の

収益分配を行うことといたしました。 

なお、分配に充てずに信託財産に留保した収益につきましては、元本部分と同一の運用を行います。 

 

 

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第４期 

2018年６月19日～ 
2018年12月17日 

当期分配金 200  

(対基準価額比率) 2.204％ 

 当期の収益 200  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 223  
 

（注１） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注２） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

  

分配原資の内訳 
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○今後の見通しと運用方針 

＜当ファンド＞ 

引き続き、「ＳＢＩボンド スリランカ短期国債ファンド（適格機関投資家専用）」への投資を通じて、実質

的にスリランカの短期国債等に投資し、残存期間の短い債券を中心にポートフォリオを構築することで金利

変動に伴う価格変動リスクの低減をはかり、安定したインカムゲインの確保と信託財産の中長期的な成長を

めざして運用を行います。 

 

＜ＳＢＩボンド スリランカ短期国債ファンド（適格機関投資家専用）＞ 

当該投資信託を運用している、ＳＢＩボンド・インベストメント・マネジメント株式会社は、以下のように

コメントをしています。 

 

スリランカでは、2017年に利払い費用等を除く基礎的財政収支（プライマリーバランス）が黒字になるなど、

財政改革が行われており、ファンダメンタルズの改善が見られます。2018年のGDP成長率は４％程度に上昇す

ると見込まれていることに加えて、インフレ上昇率についても沈静化する見込みです。 

債券市場においては、当面は政治的な混迷を背景にボラティリティの高い局面も想定されるものの、相対的

に良好なファンダメンタルズを背景に、スリランカ短期国債利回りは安定的に推移することが見込まれます。 

為替市場においては、米ドル／円に概ね連動するスリランカ・ルピー／円が、主に米ドルの影響を受けつつ

も、レンジ内で推移するものと見ています。 

こうした環境下において、当ファンドのパフォーマンスは短期的には為替市場の影響を受けて変動する局

面も想定されますが、長期的にはスリランカ短期国債の相対的に高いインカム収益を中心にファンドの収益

が積み上がっていくことを想定しています。 

運用においては、主にスリランカ現地通貨建て短期国債での運用を継続する方針です。残存年数が短くなっ

た銘柄については、一部入れ替えによる長期化も図る予定です。 

 

＜ＦＯＦｓ用短期金融資産ファンド（適格機関投資家専用）＞ 

主として、短期金融資産 マザーファンドの受益証券への投資を通じて、わが国の短期金融資産等（短期公

社債及び短期金融商品を含みます。）を中心に投資を行います。 
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○１万口当たりの費用明細 (2018年６月19日～2018年12月17日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 28  0.293  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 5)  (0.054)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (21)  (0.226)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 1)  (0.013)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） そ の 他 費 用 32   0.335   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 9)  (0.094)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印  刷 ） (23)  (0.241)  開示資料等の作成・印刷費用等 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.000)  信託事務の処理等に要するその他費用 

 合 計 60   0.628    

期中の平均基準価額は、9,490円です。  

 
（注１） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した

結果です。 

（注２） 消費税は報告日の税率を採用しています。 

（注３） 項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注４） 各項目の費用は、このファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支払った費用を含みません。 

 当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「１万口当たりの費用明細」が取得できるものについては「組入れ上位ファンドの

概要」に表示することとしております。 

（注５） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 

 

○売買及び取引の状況 (2018年６月19日～2018年12月17日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

国 
内 

 口 千円 口 千円  
ＳＢＩボンド スリランカ短期国債ファンド（適格機関投資家専用） 8,124,100 7,406 30,139,163 28,220  

 
（注１）金額は受渡し代金。 

（注２）単位未満は切捨て。 

  

投資信託証券 
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○利害関係人との取引状況等 (2018年６月19日～2018年12月17日) 

 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
投資信託証券 7 7 100.0 28 28 100.0 

 
（注） 金額の単位未満は切捨て。 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは株式
会社ＳＢＩ証券です。 

 

○組入資産の明細 (2018年12月17日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 口 口 千円 ％ 

ＳＢＩボンド スリランカ短期国債ファンド（適格機関投資家専用） 257,472,469 235,457,406 202,940 97.1 

ＦＯＦｓ用短期金融資産ファンド（適格機関投資家専用） 1,004,319 1,004,319 995 0.5 

合 計 258,476,788 236,461,725 203,936 97.6 
 

（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。 

 

○投資信託財産の構成 (2018年12月17日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 203,936 94.7 

コール・ローン等、その他 11,479 5.3 

投資信託財産総額 215,415 100.0 
 

（注）評価額の単位未満は切捨て。 

 

○特定資産の価格等の調査 

該当事項はありません。 

 

 

利害関係人との取引状況 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2018年12月17日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 215,415,076   

 コール・ローン等 11,478,657   

 投資信託受益証券(評価額) 203,936,419   

(B) 負債 6,405,734   

 未払収益分配金 4,710,488   

 未払解約金 248,638   

 未払信託報酬 676,440   

 未払利息 31   

 その他未払費用 770,137   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 209,009,342   

 元本 235,524,445   

 次期繰越損益金 △ 26,515,103   

(D) 受益権総口数 235,524,445口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 8,874円 
 
<注記事項（運用報告書作成時には監査未了）> 

(貸借対照表関係) 

期首元本額 256,311,851円 
期中追加設定元本額 14,287,732円 
期中一部解約元本額 35,075,138円 

 

○損益の状況 (2018年６月19日～2018年12月17日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 7,150,169   

 受取配当金 7,154,013   

 支払利息 △     3,844   

(B) 有価証券売買損益 △17,225,386   

 売買益 569,198   

 売買損 △17,794,584   

(C) 信託報酬等 △ 1,447,117   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △11,522,334   

(E) 前期繰越損益金 △ 6,226,435   

(F) 追加信託差損益金 △ 4,055,846   

 (配当等相当額) (   1,336,487)  

 (売買損益相当額) (△ 5,392,333)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △21,804,615   

(H) 収益分配金 △ 4,710,488   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △26,515,103   

 追加信託差損益金 △ 4,055,846   

 (配当等相当額) (   1,336,487)  

 (売買損益相当額) (△ 5,392,333)  

 分配準備積立金 3,921,151   

 繰越損益金 △26,380,408   
 

（注１） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えに

よるものを含みます。 

（注２） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費

税等相当額を含めて表示しています。 

（注３） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の

追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差

額分をいいます。 

（注４） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（5,703,052

円）、費用控除後の有価証券等損益額（0円）、信託約款に規定

する収益調整金（1,336,487円）および分配準備積立金

（2,928,587円）より分配対象収益は9,968,126円（１万口当た

り423円）であり、うち4,710,488円（１万口当たり200円）を

分配金額としております。 
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